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研究背景

研究内容

既存の防空システムでは要撃困難な高度域を飛しょうすることが可能であり、
軌道変更を行うことにより将来の防空システムに対しても優位に立つポテン
シャルを有する。

技術研究ロードマップ

近年、既存の防空システムの突破を可能とする、極超音速（マッハ５以上）で機動飛しょうが可能な飛しょう体の研究開発レースを各国
が繰り広げている。従来のスクラムジェットエンジン用燃料には水素が用いられていたが、コスト、安全性、即応性及び飛しょう体小型
化の観点で利点があるため、ジェット燃料を用いたスクラムジェットエンジンが極超音速誘導弾用推進装置として有力視されている。以
上の背景から、防衛装備庁は本エンジンの研究に取り組んでおり、極超音速誘導弾の早期実用化を目指している。

防衛装備庁は、同形式のエンジンの宇宙輸送機への適用を目指すJAXAとの研究協力のもと、本研究を行っている。平成29～30年度
には、ジェット燃料を用いたスクラムジェットエンジン主要構成要素に関する試験を実施した。これらの成果を反映し、令和元年度から
エンジンシステムの実証研究を開始し、令和7年度までに燃焼性能と再生冷却性能を地上燃焼試験により確認する予定である。その
後、飛しょう実証機を用いた飛行試験によるシステムレベルの実証を計画している。
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②スクラムジェットエンジン主要構成要素の実現性検討（平成29～30年度）
エンジン主要構成要素（燃焼器、再生冷却パネルの一部）を設計、製作し、
地上試験により基本性能を確認

④飛しょう実証機の飛行実証（今後検討）
飛しょう実証機を設計、製作し、飛行実証

試験実施状況

インレット、燃焼器それぞれの単体試験を経て、インレット・燃焼器組合せ形態によ
る地上燃焼試験を極超音速飛しょう相当の条件下で実施し、ジェット燃料を用いた
実機相当長さのスクラムジェットエンジンのスクラム燃焼に、国内で初めて成功し
た。今後、更に再生冷却機構も組み合わせた形態の試験を実施する計画である。

③エンジンシステムの実証、機体形状・材料の検証・評価（令和元～7年度）
地上試験により、エンジン燃焼性能、再生冷却性能を確認
機体形状、耐熱材料・構造の検証・評価（風洞試験、加熱試験）
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再生冷却
燃料を燃焼器内に噴射する前に、
エンジン高温壁等の内部を流通さ
せて熱交換し、冷却

空気取入口に生じた衝撃波で空気を圧縮し、圧縮された超音速の空気に
燃料を噴射、燃焼させて推力を得るエンジン
構造がシンプル、極超音速巡航が可能、極超音速飛しょうにおいて最も
比推力が高いことが利点
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インレット・燃焼器組合せ形態の供試体

十分な推力の発生のための燃焼の実現

⇒新たな燃焼器構造・燃料噴射方式により、安定した着火・保炎を
達成するとともに、速やかな燃料／空気の混合・燃焼を実現し、
燃焼効率を高めて推力を向上

長時間作動のためのエンジン高温部の冷却

⇒エンジン高温部の冷却に燃料を利用

気流が燃焼器を超音速で通過するため、
混合・燃焼のための時間が極めて短い

ジェット燃料は従来燃料の水素に
比べ燃えにくい

高エンタルピーの流れの通過
により、エンジン内壁への熱負
荷が大きい
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①スクラムジェットエンジンを搭載した極超音速飛しょう体の概案検討（～平成28年度）
飛しょう体概案設計を実施
エンジン燃焼、再生冷却特性等の解析手法、初期モデル検討
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